報道発表資料
平成21年３月17日
気象庁
安達太良山、磐梯山、那須岳、箱根山に
噴火警戒レベルを導入します
· ３月31日10時より、安達太良山、磐梯山、那須岳及び箱根山に噴火警戒レベルを
導入します
　3月31日10時から安達太良山、磐梯山、那須岳及び箱根山に噴火警戒レベルを導入します。当日10 時には、これらの火山に噴火警戒レベルを記載した噴火警報又は噴火予報を発表します。現在の火山活動に特段の変化がない限り、3 月31 日10 時発表予定の噴火警報又は噴火予報は以下のとおりです。
なお、各火山の噴火警戒レベルの表は、それぞれ別紙１～４のとおりです。
	火山名
	3 月31 日10 時発表予定の噴火警報又は噴火予報

	安達太良山
	噴火予報 （噴火警戒レベル１、平常）

	磐梯山
	噴火予報 （噴火警戒レベル１、平常）

	那須岳
	噴火予報 （噴火警戒レベル１、平常）

	箱根山
	噴火予報 （噴火警戒レベル１、平常）


○噴火警戒レベル導入火山は21火山から25火山になります
　噴火警戒レベルは、火山活動の状況について、噴火時等にとるべき防災対応を踏まえて５段階に区分されたもので、それぞれのレベルに「避難」、「避難準備」、「入山規制」等の防災機関等の行動がキーワードとして示されています。

　噴火警戒レベルの導入にあたっては、噴火警戒レベルの活用が地域防災計画等に定められることが条件となります。

このたび安達太良山、磐梯山、那須岳及び箱根山に噴火警戒レベルを導入することから、噴火警戒レベルの導入火山は、従来の21火山（※）から25 火山となります。
　噴火警戒レベルは、今後も、地元自治体等と噴火警戒レベルを活用した火山防災対策の検討を進め、所要の準備の整った火山から順次導入していく予定です。

（※）平成21年３月17日現在の噴火警戒レベル導入火山（21火山）

雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、有珠山、北海道駒ケ岳、岩手山、吾妻山、草津白根山、浅間山、御嶽山、富士山、伊豆大島、三宅島、九重山、阿蘇山、雲仙岳、霧島山（御鉢、新燃岳）、桜島、薩摩硫黄島、口永良部島、諏訪之瀬島

本件問合せ先：気象庁地震火山部火山課 電話03-3212-8341

火山対策官（内線4530）、課長補佐（内線4532）
安達太良山の噴火警戒レベル
	名称
	対象範囲
	レベル
	火山活動の状況
	住民等の行動及び登山者・入山者等への対応
	想定される現象等

	噴　火　警　報
	居住地域及びそれより火口側
	５（避難）
	居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、あるいは切迫している状態にある。
	危険な居住地域からの避難等が必要。
	・噴火に伴う融雪型火山泥流が居住地域まで到達、あるいは切迫している。

【過去事例】

　なし

【予想される事例】

1900年の水蒸気爆発が積雪期に発生した場合

	
	
	４（避難準備）
	居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生すると予想される（可能性が高まっている）。
	警戒が必要な居住地域での避難準備、災害時要援護者の避難等が必要。
	・噴火に伴う融雪型火山泥流が発生し、居住地域まで到達すると予想される。

【過去事例】

　なし

【予想される事例】

1900年の水蒸気爆発が積雪期に発生した場合

	火　口　周　辺　警　報
	火口から居住地域近くまでの

広い範囲の火口周辺
	３（入山規制）
	居住地域の近くまで重大な影響を及ぼす（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）噴火が発生、あるいは発生すると予想される。
	住民は通常の生活。状況に応じて災害時要援護者の避難準備。

登山禁止・入山規制等危険な地域への立入規制等。
	・中規模噴火が発生して、火口外に噴出物が飛び出す

・ベースサージ（爆風）、岩屑なだれ等

【過去事例】

1900年7月17日：噴火、沼ノ平火口内で水蒸気爆発。火口内硫黄精錬所が吹き飛ばされ72名死亡、10名負傷

・中規模噴火が予想される

【過去事例】

　なし

	
	火口から少し離れた所

までの火口周辺
	２（火口周辺規制）
	火口周辺に影響を及ぼす（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）噴火が発生、あるいは発生すると予想される。
	住民は通常の生活。

沼ノ平火口内への立入規制等。
	・小規模噴火が発生し、沼ノ平火口内での噴石飛散

・噴気、泥、硫黄等の噴出

【過去事例】

1899年8月24日：噴火、沼ノ平火口で水蒸気爆発。直径40mの新火口生成。降灰東方数km。

1997年4月頃～：沼ノ平火口底の地中温度上昇

・小規模噴火の発生が予想される

【過去事例】

　なし

	噴火予報
	火口内等
	１（平常）
	火山活動は静穏。

火山活動の状態によって、火口内で火山灰の噴出等が見られる（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）。
	沼ノ平火口内で危険な箇所への立入規制。
	・ごく小規模な噴気、泥等の噴出。

【過去事例】

1996年9月：白色噴気30m、沼ノ平中央部で泥の噴出、直径100mに飛散。

2000年2月：一時的に噴気300mまで上がる




磐梯山の噴火警戒レベル
	名称
	対象範囲
	レベル
	火山活動の状況
	住民等の行動及び
登山者・入山者等
への対応　
	想定される現象等

	噴　火　警　報
	居住地域及びそれより火口側
	５ （避難）
	居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、あるいは切迫している状態にある。
	危険な居住地域からの避難等が必要。
	・大規模噴火の発生

・噴火に伴う融雪型火山泥流が居住地域まで到達、あるいは切迫している。

【過去事例】

なし

予想される事例

1888年の水蒸気爆発が積雪期に発生した場合

	
	
	４（避難準備）
	居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生すると予想される（可能性が高まっている）。
	警戒が必要な居住地域での避難準備、災害時要援護者の避難等が必要。
	・大規模噴火の発生の可能性

・噴火に伴う融雪型火山泥流が発生し、噴火がさらに継続すると居住地域まで到達すると予想される。

【過去事例】

なし

予想される事例

1888年の水蒸気爆発が積雪期に発生する可能性

	火　口　周　辺　警　報　
	火口から居住地域近くまでの広い範囲の火口周辺
	３  (入山規制)
	居住地域の近くまで重大な影響を及ぼす（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）噴火が発生、あるいは発生すると予想される。
	住民は通常の生活。状況に応じて災害時要援護者の避難準備。

登山禁止・入山規制等危険な地域への立入規制等。
	・中規模噴火が発生して、火口から概ね３km以内に噴石飛散

【過去事例】

なし

・中規模噴火の発生が予想される

【過去事例】

2000年８月15日：日別地震回数403回、有感地震発生、GPSに若干の変化、入山規制、磐梯山ゴールドライン規制

	
	火口から少し離れた所までの火口周辺
	２ （火口周辺規制）
	火口周辺に影響を及ぼす（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）噴火が発生、あるいは発生すると予想される。
	住民は通常の生活。

火口周辺への立入規制等。


	・小規模噴火が発生し、火口から概ね１km以内に噴石飛散

【過去事例】

　なし

・小規模噴火の発生が予想される

【過去事例】

　なし

	噴火予報
	火口内等
	１ （平常）
	火山活動は静穏。

火山活動の状態によって、火口内で火山灰の噴出等が見られる（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）。
	状況に応じて火口内への立入規制等。


	　現在の状態




注１）ここでいう噴石とは、主として風の影響を受けずに弾道を描いて飛散する大きさのものとする。 
注２）レベル３の規制には、一部道路の規制を含む。
注３）火口とは、銅沼付近の旧火口と沼の平火口をいう。
那須岳の噴火警戒レベル

	予報警報
	対象範囲
	　（キーワード）
レベル
	火山活動の状況
	住民等の行動及び
登山者・入山者等
への対応
	想定される現象等

	噴　火　警　報
	居住地域及びそれより火口側
	５ （避難）
	居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、あるいは切迫している状態にある。
	危険な居住地域からの避難等が必要。
	・火砕流、融雪型泥流が居住地域に切迫している、あるいは到達。また噴石が概ね4km程度の範囲に飛散する噴火が切迫、あるいは発生
【過去事例】

1410年：ブルカノ式噴火発生、その後火砕流が約8km流下、泥流の発生

	
	
	４（避難準備）
	居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生すると予想される（可能性が高まっている）。


	警戒が必要な居住地域での避難準備、災害時要援護者の避難等が必要。
	・小～中規模噴火が頻発し、火砕流、融雪型泥流（冬季の場合）が居住地域まで到達するような噴火、または噴石が4km程度の範囲まで飛散するような噴火の発生が予想される
【過去事例】

1408～1410年：水蒸気噴火が頻発

	火口周辺警報
	火口から居住地域近くまでの広い範囲の火口周辺
	３  (入山規制)
	居住地域の近くまで重大な影響を及ぼす（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）噴火が発生、あるいは発生すると予想される。
	住民は通常の生活。状況に応じて災害時要援護者の避難準備。

登山禁止・入山規制等危険な地域への立入規制等。
	・山頂付近から中規模噴火が発生し、半径2.5km程度まで大きな噴石が飛散

【過去事例】

1881年：水蒸気噴火発生
・中規模噴火の発生が予想される
【過去事例】

観測事例なし



	
	火口から少し離れた所
までの火口周辺
	２ （火口周辺規制）
	火口周辺に影響を及ぼす（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）噴火が発生、あるいは発生すると予想される。
	住民は通常の生活。

火口周辺への立入規制等。
	・山頂付近から小規模噴火が発生し、半径1.5km程度まで大きな噴石が飛散

【過去事例】

事例なし
・小規模噴火の発生が予想されるごく小規模の噴火
【過去事例】

1953年の噴火

	噴火予報
	火口内等
	１ （平常）
	火山活動は静穏。

火山活動の状態によって、火口内で火山灰の噴出等が見られる（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）。
	状況に応じて火口内への立入規制等。
	・火山活動は静穏、状況により山頂火口内及び一部火口外に影響する程度の噴出の可能性あり
　2009年2月現在の状態




（※）ここでいう「大きな噴石」とは、主として風の影響を受けずに弾道を描いて飛散するものとする。 

箱根山の噴火警戒レベル

	予報警報
	対象範囲
	レベル
	火山活動の状況
	住民等の行動及び

登山者・入山者等

への対応　
	想定される現象等

	噴火警報
	居住地域及びそれより火口側
	５ （避難）
	居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、あるいは切迫している状態にある。
	危険な居住地域からの避難等が必要。
	・溶岩流や火砕流の発生など、居住地域に重大な被害を及ぼす噴火の発生
【過去事例】

3000年前：冠ヶ岳溶岩ドーム形成、火砕流発生

・規模の大きな火山性微動の発生等、居住地域に重大な被害を及ぼす噴火の発生が切迫している

【過去事例】

有史以降の事例なし

・小規模噴火が発生し、火口から約２km以内に大きな噴石飛散、火砕サージ発生

【過去事例】

12～13世紀：大涌谷で水蒸気爆発、火砕サージ発生

	
	
	４（避難準備）
	居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生すると予想される（可能性が高まっている）。
	警戒が必要な居住地域での避難の準備、災害時要援護者の避難等が必要。
	・有感地震の多発や顕著な地殻変動等により、居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生する可能性が高まっている。

【過去事例】

有史以降の事例なし



	火口周辺警報
	火口から居住地域近くまでの
広い範囲の火口周辺
	３  (入山規制)
	居住地域の近くまで重大な影響を及ぼす（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）噴火が発生、あるいは発生すると予想される。
	住民は通常の生活。状況に応じて災害時要援護者の避難準備等。
登山禁止や入山規制等危険な地域への立入規制等。
	・地震活動や熱活動の活発化、山体の膨張を示す地殻変動等、状況により居住地域の近くまで影響を及ぼす噴火の発生が予想される。

【過去事例】

有史以降の事例なし

	
	火口から少し離れた所までの火口周辺
	２ （火口周辺規制）
	火口周辺に影響を及ぼす（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）噴火が発生、あるいは発生すると予想される。
	住民は通常の生活。
火口周辺への立入規制等。
	・地震活動や熱活動の活発化、山体の膨張を示す地殻変動等、状況により火口周辺に影響を及ぼす噴火の発生が予想される。

【過去事例】

2001年6～10月：地震活動の活発化、山体の膨張を示す地殻変動、噴気異常等の熱活動の活発化

	噴火予報
	火口内等
	１（平常）
	火山活動は静穏。

火山活動の状態によって、火口内で火山灰の噴出等が見られる（この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）。
	状況に応じて火口内への立入規制等。
	・火山活動は静穏。

・一時的な地震の増加
【過去事例】

2006年9～11月：一時的な地震の増加
1966年6～7月：一時的な地震の増加、翌年泉温の上昇


注１）ここでいう「大きな噴石」とは、主として風の影響を受けずに弾道を描いて飛散するものとする。
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注１）ここでいう噴石とは、主として風の影響を受けずに弾道を描いて飛散するものとする。
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2009年3月17日現在の状態
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2009年3月17日現在の状態











